
全日本スーパーフォーミュラ選手権 2023 第８戦／第９戦
2023 年 10 月 28 日（金）〜 29 日（日）　鈴鹿サーキット（三重県）

　４月に富士スピードウェイで開幕し
た 2023 年の全日本スーパーフォー
ミュラ選手権は、８月にモビリティリ
ゾートもてぎで開催された第７戦か
ら２ヶ月以上のインターバルを経て、

『JAF Grand Prix』として開催された
第８戦・第９戦を迎えた。
　docomo business ROOKIE と 大
嶋和也は今シーズンポイント獲得、予
選 Q2 進出、そして上位争いといった
目標を達成してきたが、もちろん目指
すのはさらにその先。今季最終大会と
なるこの第８戦・第９戦で、2024 年
に向けたさらなる躍進のきっかけを得
るべく臨んだ。
　舞台となる三重県の鈴鹿サーキット
は、すでに今季合同テスト、さらに
第３戦の舞台として開催されており、
データは十分。その上で、チームと大
嶋がさらに上に行くための新たなセッ

トアップをトライすべく、10 月 27
日（金）午後２時からスタートしたフ
リー走行に出走した。大嶋は晴天のも
と２〜４周ほどのピットアウト〜イン
を繰り返しながら新たなセットアップ
を確認、調整していった。

「かなり時間もあったのでいろいろな
セットアップを用意して、『少しやり
すぎかな？』と思いましたが、やらず
に後悔するのもイヤだったので」とフ
リー走行の時間を目一杯使いながら周
回を重ねていき、セッション途中には
トップに立つこともあった。
　ただこの１時間 30 分のフリー走
行については、他のドライバー同様大
嶋も路面コンディションの悪さを感じ
ており、タイムが想定よりも伸び悩む
ことになった。さらに終盤のアタック
シミュレーションではライバルたちに
比べて大嶋のタイムが伸び悩み、１分

39 秒 785 というベストタイムで 15
番手で終えることになった。
　とはいえ、各車のタイムは僅差でほ
んのわずかの差でポジションが５〜
10 は変わる。「グリップ感は感じてい

るので、バランスが整えばポールポジ
ションを狙えるところも見えないこと
もない」と大嶋は翌日に控えた第８戦
の公式予選、そして決勝へ向け手ごた
えを少しずつ感じていた。
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金曜フリー走行 10 月 27 日（金）　天候：晴れ／路面：ドライ



　午前に行われた公式予選から４時間
ほどを経て、迎えた第８戦の決勝レー
ス。アタックができなかった大嶋は、
最後尾から決勝レースを戦うことに
なった。午前に比べてかなり風が強く
なったが、気温 21 度／路面温度 26
度というコンディションのもと、午後
２時 30 分にフォーメーションラップ
が始まった。
　22 番手からスタートした大嶋だっ
たが、「ぜんぜんタイヤが温まらなく
て失敗してしまった」と最後尾から集
団を追っていった大嶋は、１周目には
#51 ラウル・ハイマンを NISSIN ブ
レーキヘアピンでかわし 21 番手へ。
さらに翌周には #55 ジェム・ブリュッ

　わずか一度きりのフリー走行を経
て、迎えた 10 月 28 日（土）は午前
９時 30 分から第 8 戦の公式予選が
スタートした。この日の鈴鹿サーキッ
トは秋晴れとなったが、前夜のフリー
走行の後、サーキットには強い雷雨が
降ったことから、前日のコンディショ
ン変化の可能性もあった。
　そんな公式予選に向けて大嶋は午前
９時 30 分から始まったＡ組から出
走。気温 17 度／路面温度 24 度とい
うコンディションのもと、まずはコー
スインした集団の最後尾からタイヤの
ウォームアップを進めていく。
　大嶋は４周目、アタックラップに
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入っていこうとするが、ここでまさか
の事態が起きてしまった。チェッカー
フラッグが出てしまい、大嶋はここで
走行終了を示すチェッカーを受けてし
まったのだ。必然的にアタックはでき
ず、そのままピットに戻ってしまった。

「集団の先頭にいた車両のペースが遅
かったこともありますが、隊列の最後
尾につけたのが良くなかったです。安
全にいくべきでした」と石浦宏明監督。
　タイムは 22 番手で予選不通過と
なってしまったが、ピットに戻るまで
に、翌日の第 9 戦も見据えアタックの
シミュレーションを行い、しっかりと
良い感触は得た。

クバシェを同じくヘアピンでオーバー
テイク。20 番手に浮上した。
　ただ、その後は前を行く集団に行
く手を阻まれるかたちとなってしま
う。大嶋は予選でもフィーリングは良
く、この決勝レースでも好感触を得て
おり、ペースは大嶋の方が圧倒的に良
かった。ただ鈴鹿はいかんせんオー
バーテイクがしづらい。やはり予選で
アタックできなかったことが悔やま
れる展開となってしまったが、それを
言っても仕方がない。なんとかその大
嶋のペースを活かすべく、チームも戦
略を練っていった。
　しかし、そんな矢先の５周目に激し
いクラッシュが発生してしまった。大
嶋の２台前方で 17 番手を争っていた
#64 大津弘樹が、130R で #36 笹
原右京のインを差そうとした際に２台
が接触。スピン状態に陥り、激しくク
ラッシュしてしまった。
　特に車体が浮いてしまった #36 笹
原の車両はスポンジバリア、さらに
デブリフェンスをなぎ倒し、コース外
に飛び出してしまっており、笹原の容
態が心配されるほどのアクシデントに
なってしまった。
　レースはセーフティカーランとな
り、その後すぐに赤旗中断となってし
まう。幸い笹原は意識がある状態で救
出されたが、デブリフェンスは支柱が

曲がってしまっており、すぐに修復す
ることは不可能であるとして、午後３
時 30 分、大会審査委員会はレース終
了を宣言することになった。
　結果的に、第８戦は３周終了時点で
の順位で確定することになり、大嶋の
順位は 19 位となった。上位でスター
トしていれば、そのままポイント獲得
にも繋がった可能性もあったが、これ
ばかりは仕方がない。
　とはいえ、大嶋は５周のレースのな
かで確実に良いフィーリングを得てい
た。これを活かすべく、チームはしっ
かりと準備を整え、10 月 29 日（日）
の決勝レースで今季を良いかたちで終
えるべく、改良を進めていった。



　快晴のもと、２万 5,500 人もの観
衆が訪れ、賑わいをみせるなか迎えた
第９戦の決勝レースは気温 20 度／路
面温度 29 度というコンディションの
もとスタートした。
　この日は豊田章男チームオーナーも
激励に訪れており、チームの気運も高
まるなか、20 番手から大嶋は悪くな
いスタートを切ったものの、イン側の
ラインで１コーナーに向かうと、その
際に前が詰まっており、ポジション
アップはならず。しかしオープニング
ラップでまずは #51 ハイマンをオー
バーテイクし、19 番手で１周目を終
える。さらに大嶋はその後も２周目
に #53 大草りきをかわし 18 番手へ。

　思うようにレースを戦うことができ
なかった 10 月 28 日（土）の第 8 戦
から一夜明け、迎えた 10 月 29 日（日）
は第 9 戦の予選・決勝が行われた。
　前日の大きなクラッシュに巻き込ま
れた２台が出走を見合わせ、20 台で
争われるレースとなったが、第 8 戦
でアタックができなかった大嶋は、気
温 17 度／路面温度 23 度というコン
ディションのもと、午前８時 50 分か
ら始まった予選Q1のＡ組に出走した。
　大嶋は一度ピットアウト〜インを
行った後、前日の反省を踏まえて少々
早めにコースイン。ライバルたちとア
タックに向けた位置取りを展開してい
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くと、タイムアタックに入っていった。
　ただ、大嶋はここで「フィーリング
も悪くないしグリップ感も変わらな
かったのですが、昨日感触が良かった
昨日の決勝セットに引っ張られすぎた
かもしれません」とややタイムが伸び
ず。１分 38 秒 750 で結果はＡ組の
10番手。またも苦しいグリッドとなっ
てしまった。
　とはいえ、フィーリングとしては悪
くない状況は続いている。自信がある
決勝セット、そしてチームが得意とす
る戦略での追い上げを期するべく、午
後の決勝レースに向けて準備を進めて
いくことになった。

４周目には #55 ブリュックバシェを
かわすなど、序盤から少しずつポジ
ションを上げていった。ただ、第９戦
に向けて変更していったセットアップ
の影響か、タイヤの消耗に対してのタ
イムの落ち幅が大きい。前日の第８戦
では、そのままレースが行われていた
場合は決勝ペースの良さを活かし終盤
までピットインを引っ張り、チェッ
カーへ追い上げる作戦を立てていた
が、今回の第９戦の様子ではその作戦
はうまくいかないように感じられた。
　10 周が経過し、ピットウインドウ
がオープンすると、ライバルたちは少
しずつピットに向かっていき、大嶋の
順位は上がっていく。直接のライバル
となりそうな車両のピットインの状況
を見ながら、石浦監督は大嶋のピット
作業のタイミングをうかがっていた
が、10 周目から大嶋の前を走ってい
た #19 関口雄飛のペースが悪く、大
嶋がなかなかペースが上げられない状
態が続いていた。そこでタイムロスを
避けるべく、15 周を終えてチームは
大嶋をピットへ呼び戻した。
　docomo business ROOKIE は、
ここで今週初めてのピット作業を抜群
のスピードでこなし、大嶋を送り出
す。順位を争いそうだった #53 大草
や #19 関口に対してアンダーカット
が成功し、大嶋は 13 番手に浮上。レー

ス終盤に向けてポイントをうかがえる
順位までつけた。
　ただレース終盤、チームも予想して
いなかった展開となってしまった。こ
の週末がスーパーフォーミュラでの初
めての実戦だった #53 大草が、トッ
プ争いの面々よりも速いペースで大嶋
を追い上げてきた。新人にかわされる
わけにはいかないと 27 周目にこれを
一度退けるが、大嶋もややペースが苦
しく、防戦一方となってしまった。
　迎えたファイナルラップ、大嶋はな
んとかチェッカーを目指しポジション
を守っていたものの、最後には #53 
大草にかわされてしまい、14 位でフィ
ニッシュすることになった。この週末

はフリー走行から感触は悪いもので
はなかったが、第８戦の公式予選でア
タックできなかったことから、歯車が
噛み合わない週末となってしまった。
　この結果で、2023 年の docomo 
business ROOKIE の挑戦は幕を閉じ
ることになった。１ポイントも獲得す
ることができなかった 2022 年に比
べ大嶋は今季 13 ポイントを獲得。ラ
ンキングでも14位となった。またチー
ムランキングでも 10 位に浮上した。
　大きな成長を遂げたチームだが、も
ちろん目指すところはまだまだ先だ。
docomo business ROOKIE は オ フ
シーズンのテストから、さらなる成長
を目指していく。



第８戦／第９戦　ドライバー／監督コメント

「第８戦は序盤前が遅くて、前が開けたらペースを上げられるだろうと楽しみにしていたうちに赤
旗でレースが終わってしまいました。第９戦の決勝はスタートはまずまずでしたが、前のクルマ
に詰まってせっかくのスタートがもったいないことになってしまいました。第８戦ほどのグリッ
プ感が感じられず、フィーリングが違っていましたね。タイヤがフレッシュな状態で攻めきれま
せんでした。リヤのグリップが不足して少し辛いレースになってしまいましたね。今回、今まで
とは違うセットアップで持ち込んでいましたが、改善に期待はしつつも、まだまだ解決しきれて
いませんね。2024 年に向けてはルールが変わるということも聞いているので、僕たちのような
１台体制のチームにとってはチャンスだと思います。諦めずにまた頑張っていきたいです」

「第８戦ではしっかりと予選ができなかったので、今日はちゃんとアタックできるように話し合っ
たのですが、前日のデータをもとにセットアップを変えたところ、予選のパフォーマンスが下がっ
てしまったので、思ったようなグリッドになりませんでした。そこは反省点ですね。決勝もタイ
ムの落ちが大きく、当初の作戦を変えざるをえませんでした。今回は少しうまくいかない週末に
なってしまいましたね。今回はチャレンジしたセットアップでしたが、それを仕上げられなかっ
たと思います。とはいえ、今後もテストが続くので、しっかりとレベルを上げなければ目標には
届かないと思っています。今季最初に立てた目標はクリアできていたので、来季に向けて表彰台
を目指し、さらなる挑戦を続けていきたいと思います。一年間応援ありがとうございました」

DRIVER　 大嶋 和也　Kazuya OSHIMA

DIRECTOR　石浦 宏明　Hiroaki ISHIURA



全日本スーパーフォーミュラ選手権 第８戦 リザルト

10 月 28 日　第８戦決勝

2023 年全日本スーパーフォーミュラ選手権ポイントランキング　大嶋和也（docomo buisiness ROOKIE）：14 位（13 ポイント）

10 月 28 日　第８戦公式予選

Pos. No. Driver Car Engine Laps Total Time Gap

1 1 野尻智紀 Red Bull MOTUL MUGEN SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 3 5'05.621

2 37 宮田莉朋 VANTELIN TOM'S SF23 TOYOTA/TRD 01F 3 5'06.534 0.913

3 6 太田格之進 DOCOMO DANDELION M6Y SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 3 5'07.420 1.799

4 5 牧野任祐 DOCOMO DANDELION M5S SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 3 5'09.282 3.661

5 38 坪井翔 P. MU/CERUMO･INGING SF23 TOYOTA/TRD 01F 3 5'09.610 3.989

6 15 L. ローソン Red Bull MOTUL MUGEN SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 3 5'10.450 4.829

7 20 平川亮 ITOCHU ENEX TEAM IMPUL SF23 TOYOTA/TRD 01F 3 5'11.317 5.696

8 7 小林可夢偉 Kids com KCMG Cayman SF23 TOYOTA/TRD 01F 3 5'12.388 6.767

9 12 福住仁嶺 ThreeBond Drago CORSE SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 3 5'13.481 7.86

10 65 佐藤蓮 TCS NAKAJIMA RACING SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 3 5'14.153 8.532

11 3 山下健太 REALIZE Corporation KONDO SF23 TOYOTA/TRD 01F 3 5'15.150 9.529

12 19 関口雄飛 ITOCHU ENEX TEAM IMPUL SF23 TOYOTA/TRD 01F 3 5'15.643 10.022

13 50 松下信治 BYOUBUGAURA B-MAX SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 3 5'16.106 10.485

14 39 阪口晴南 P. MU/CERUMO･INGING SF23 TOYOTA/TRD 01F 3 5'17.355 11.734

15 4 小高一斗 REALIZE Corporation KONDO SF23 TOYOTA/TRD 01F 3 5'18.142 12.521

16 18 国本雄資 Kids com KCMG Elyse SF23 TOYOTA/TRD 01F 3 5'18.747 13.126

17 64 大津弘樹 TCS NAKAJIMA RACING SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 3 5'19.302 13.681

18 53 大草りき TGM GP SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 3 5'19.822 14.201

19 14 大嶋和也 docomo business ROOKIE SF23 TOYOTA/TRD 01F 3 5'20.195 14.574

20 55 C. ブリュックバシェ TGM GP SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 3 5'21.336 15.715

21 51 R. ハイマン BYOUBUGAURA B-MAX SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 3 5'22.273 16.652

22 36 笹原右京 VANTELIN TOM'S SF23 TOYOTA/TRD 01F 3 5'48.974 43.353

Pos. No. Driver Car Engine Time

1 1 野尻智紀 TEAM MUGEN HONDA/M-TEC HR-417E 1’37.292

2 37 宮田莉朋 VANTELIN TEAM TOM’S TOYOTA/TRD 01F 1’37.599

3 5 牧野任祐 DOCOMO TEAM DANDELION RACING HONDA/M-TEC HR-417E 1’37.637

4 6 太田格之進 DOCOMO TEAM DANDELION RACING HONDA/M-TEC HR-417E 1’37.706

5 38 坪井翔 P.MU/CERUMO・INGING TOYOTA/TRD 01F 1’37.717

6 20 平川亮 ITOCHU ENEX TEAM IMPUL TOYOTA/TRD 01F 1’37.856

7 15 L. ローソン TEAM MUGEN HONDA/M-TEC HR-417E 1’37.878

8 3 山下健太 KONDO RACING TOYOTA/TRD 01F 1’37.935

9 7 小林可夢偉 Kids com Team KCMG TOYOTA/TRD 01F 1’38.222

10 50 松下信治 B-Max Racing Team HONDA/M-TEC HR-417E 1’38.840

11 12 福住仁嶺 ThreeBond Racing HONDA/M-TEC HR-417E 2’08.836

12 65 佐藤蓮 TCS NAKAJIMA RACING HONDA/M-TEC HR-417E 2’08.056

13 39 阪口晴南 P.MU/CERUMO・INGING TOYOTA/TRD 01F 1’38.376

14 55 C. ブリュックバシェ TGM Grand Prix HONDA/M-TEC HR-417E 1’38.576

15 4 小高一斗 KONDO RACING TOYOTA/TRD 01F 1’38.524

16 18 国本雄資 Kids com Team KCMG TOYOTA/TRD 01F 1’38.843

17 53 大草りき TGM Grand Prix HONDA/M-TEC HR-417E 1’38.797

18 36 笹原右京 VANTELIN TEAM TOM’S TOYOTA/TRD 01F 1’38.980

19 51 R. ハイマン B-Max Racing Team HONDA/M-TEC HR-417E 1’39.802

20 19 関口雄飛 ITOCHU ENEX TEAM IMPUL TOYOTA/TRD 01F 1’39.046

21 64 大津弘樹 TCS NAKAJIMA RACING HONDA/M-TEC HR-417E 1’47.715

22 14 大嶋和也 docomo business ROOKIE TOYOTA/TRD 01F 1’49.073



全日本スーパーフォーミュラ選手権 第９戦 リザルト

10 月 29 日　第９戦公式予選

10 月 29 日　第９戦決勝

2023 年全日本スーパーフォーミュラ選手権ポイントランキング　大嶋和也（docomo buisiness ROOKIE）：14 位（13 ポイント）

Pos. No. Driver Car Engine Laps Total Time Gap

1 6 太田格之進 DOCOMO DANDELION M6Y SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 31 53'19.831

2 15 L. ローソン Red Bull MOTUL MUGEN SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 31 53'21.370 1.539

3 37 宮田莉朋 VANTELIN TOM'S SF23 TOYOTA/TRD 01F 31 53'25.454 5.623

4 1 野尻智紀 Red Bull MOTUL MUGEN SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 31 53'39.444 19.613

5 38 坪井翔 P. MU/CERUMO･INGING SF23 TOYOTA/TRD 01F 31 53'42.991 23.160

6 20 平川亮 ITOCHU ENEX TEAM IMPUL SF23 TOYOTA/TRD 01F 31 53'46.134 26.303

7 50 松下信治 BYOUBUGAURA B-MAX SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 31 53'49.207 29.376

8 18 国本雄資 Kids com KCMG Elyse SF23 TOYOTA/TRD 01F 31 53'57.077 37.246

9 3 山下健太 REALIZE Corporation KONDO SF23 TOYOTA/TRD 01F 31 53'58.036 38.205

10 5 牧野任祐 Tadasuke Makino HONDA/M-TEC HR-417E 31 54'05.212 45.381

11 39 阪口晴南 P. MU/CERUMO･INGING SF23 TOYOTA/TRD 01F 31 54'13.416 53.585

12 4 小高一斗 REALIZE Corporation KONDO SF23 TOYOTA/TRD 01F 31 54'16.902 57.071

13 53 大草りき TGM GP SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 31 54'18.902 59.071

14 14 大嶋和也 docomo business ROOKIE SF23 TOYOTA/TRD 01F 31 54'19.431 59.600

15 55 C. ブリュックバシェ TGM GP SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 31 54'30.761 1'10.930

16 19 関口雄飛 ITOCHU ENEX TEAM IMPUL SF23 TOYOTA/TRD 01F 31 54'33.585 1'13.754

17 7 小林可夢偉 Kids com KCMG Cayman SF23 TOYOTA/TRD 01F 31 54'35.820 1'15.989

18 51 R. ハイマン BYOUBUGAURA B-MAX SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 31 54'44.410 1'24.579

以上完走 （規定周回数　27Laps）

19 12 福住仁嶺 ThreeBond Drago CORSE SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 26 46'36.207 5Laps

20 65 佐藤蓮 TCS NAKAJIMA RACING SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 12 21'40.312 19Laps

Pos. No. Driver Car Engine Time

1 15 L. ローソン TEAM MUGEN HONDA/M-TEC HR-417E 1’36.442

2 6 太田格之進 DOCOMO TEAM DANDELION RACING HONDA/M-TEC HR-417E 1’36.613

3 1 野尻智紀 TEAM MUGEN HONDA/M-TEC HR-417E 1’36.704

4 37 宮田莉朋 VANTELIN TEAM TOM’S TOYOTA/TRD 01F 1’36.817

5 38 坪井翔 P.MU/CERUMO・INGING TOYOTA/TRD 01F 1’36.977

6 50 松下信治 B-Max Racing Team HONDA/M-TEC HR-417E 1’36.988

7 18 国本雄資 Kids com Team KCMG TOYOTA/TRD 01F 1’37.073

8 19 関口雄飛 ITOCHU ENEX TEAM IMPUL TOYOTA/TRD 01F 1’37.503

9 20 平川亮 ITOCHU ENEX TEAM IMPUL TOYOTA/TRD 01F 1’37.531

10 5 牧野任祐 DOCOMO TEAM DANDELION RACING HONDA/M-TEC HR-417E 1’37.761

11 12 福住仁嶺 ThreeBond Racing HONDA/M-TEC HR-417E 1’37.768

12 65 佐藤蓮 TCS NAKAJIMA RACING HONDA/M-TEC HR-417E 1’37.834

13 7 小林可夢偉 Kids com Team KCMG TOYOTA/TRD 01F 1’38.121

14 3 山下健太 KONDO RACING TOYOTA/TRD 01F 1’38.162

15 4 小高一斗 KONDO RACING TOYOTA/TRD 01F 1’38.281

16 39 阪口晴南 P.MU/CERUMO・INGING TOYOTA/TRD 01F 1’38.308

17 55 C. ブリュックバシェ TGM Grand Prix HONDA/M-TEC HR-417E 1’38.370

18 53 大草りき TGM Grand Prix HONDA/M-TEC HR-417E 1’38.643

19 51 R. ハイマン B-Max Racing Team HONDA/M-TEC HR-417E 1’38.683

20 14 大嶋和也 docomo business ROOKIE TOYOTA/TRD 01F 1’38.750



ROOKIE Racing の活動は、多くの皆さまのご協力によって支えられています


